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地球水循環システム

人為的影響を考慮した水循環予測モデルの開発
Development of a modeling framework of the water cycles considering anthropogenic disturbances

図１．水循環予測モデルの概要
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図２．河川流量の観測値とモデル値の比較
図３．2000年における非持続可能水量

図４．海水面の変動に影響を及ぼす要因と影響量の推定

そして、図２のように、河川流量において観測値に
より近いモデル結果を得ることに成功しました。

また、図３のように、非持続可能水量（ある地域で
の供給水量を超える取水量）の算定が可能となり、
インド北西部や中東、アメリカ西海岸、ナイル川周
辺（エジプト）の水の使用が持続的でないことが分
かります。

さらに、1961～2003年の貯水量変化の推計によ

り、陸水の貯留量変化のうち海水面の変動に最も
影響を及ぼすのは非持続的な地下水の使用であ
ることが分かります（図４）。

将来、人口増加に伴うさらなる水不足が懸念されて
いますが、その問題を解決するためには、いつ、どこ
で、どれだけの水が不足するのかについて信頼でき
る予測を行う必要があります。

そこで本研究では、図１のような人間活動（土地利用
の変化・ダム・かんがい・地下水のくみ上げ）が地球
上の水循環に及ぼす影響を組み込んで、水循環を
予測するモデルを開発しました。

本研究は、人為的な影響について地域や季節の変
化まで組み込んだモデルであると言えます。
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